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J/t ホ 光 Lfl
現J_kfL:ちびに化石マカクについて形掛､7:的帆点から比
校研兜することを口約とし.･1?-T-の仰而なとりあげてき
たom和48咋皮における遊行経過LJ枕述すれば次のとお
りである｡
1. ニホソザル舌骨について ;n料としては北九州市
中介区平招缶,Ll旧爪秋曽台帝より出土のサルを調査
することができたが一見して現生ニホソザルと大きく
変わるものはなく,従って例数を紫郎して今後一括報
告の))一針である｡愛媛県肱川町放水の石灰岩巾より出
土のマカク頭骨には,若干現生と異なる特徴が認めら
れるので,これについて独立に記載を進め,中国産マ
カクと現生ニホソザルとの関係に関する考察の一助と
した｡
2. マカク頭骨について:マカクを中心とする旧世界
ザルの頭骨多数について観察･計測の賃料を穀えつ
つ,当面,その矢状断面に関してアロメトリカルな比
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